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発生させないために

一緒に学ぶ
労働災害防止

労働者が安心して働くためには、企業・労働者の双方が労働災害防止に取り組むことが大切です。
国も5年ごとに「労働災害防止計画」を策定し、労災防止対策を総合的かつ計画的に推進しています。
本特集では、労災の基礎知識や防止策、国の目標などについて、一緒に学んでいきましょう。

特集２

(C) 2018 日本医療企画.
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よ
っ
て
被
っ
た
災
害
の
こ
と
。
こ
こ
で
い

う
災
害
と
は
、
負
傷
・
疾
病
・
障
害
・
死

亡
を
指
し
て
い
ま
す
。

前
者
を
業
務
災
害
、
後
者
を
通
勤
災
害

と
大
別
し
て
い
ま
す（
図
表
１
）。
通
勤
と

は
、
就
業
に
お
い
て「
住
居
と
就
業
の
場

所
と
の
間
の
往
復
」「
就
業
の
場
所
か
ら
他

の
就
業
の
場
所
へ
の
移
動
」「
単
身
赴
任
先

住
居
と
帰
省
先
住
居
と
の
間
の
移
動
」を

合
理
的
な
経
路
と
方
法
で
行
う
こ
と
を
い

い
ま
す
。

労
災
の
発
生
状
況

労
災
の
発
生
状
況
に
関
し
て
は
、
厚
生

労
働
省
が
毎
年
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
全
産
業
の「
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

災
害（
労
働
災
害
に
よ
っ
て
４
日
以
上
休

業
し
た
人
と
死
亡
者
の
合
計
）」の
推
移
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
６

年
に
か
け
て
、
年
に
よ
っ
て
増
え
た
り

減
っ
た
り
し
な
が
ら
減
少
傾
向
。「
死
亡

災
害（
死
亡
者
数
）」は
、
同
じ
４
年
間
で

２
０
１
４
年
を
除
き
減
少
に
向
か
っ
て
い

労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
ま
ず
労
災
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
時
限
目
で
は
、
労
災
と
は
何
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
労
働
災
害
っ
て
何
？

２
つ
に
大
別
さ
れ
る　
　
　
　

労
災（
労
働
災
害
）と
は

最
初
に
、
労
災
の
基
礎
知
識
を
押
さ
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
労
災
と
は
、
労
働
者

が
事
業
主
の
管
理
下
に
あ
る
と
き
に
業
務

を
原
因
と
し
て
被
っ
た
災
害
や
、
通
勤
に

図表1　労災とは

図表2　労災の発生状況 ま
す（
図
表
２
）。

ま
た
、「
平
成
29
年
に
お
け
る
労
働
災
害

発
生
状
況
に
つ
い
て（
平
成
30
年
３
月
速

報
）」に
よ
る
と
、
全
産
業
の
死
傷
者
数
は
11

万
８
０
７
９
人
で
前
年
同
期
比
２
・
１
％
の

増
加
、
死
亡
者
数
は
９
２
５
人
で
前
年
同
期

比
３
・
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
死
傷
災
害
の
発
生
状
況
を
業
種

別
に
み
る
と
、
製
造
業
が
２
万
６
２
４
９

人（
前
年
同
期
比
０
・
８
％
増
）、
建
設
業

が
１
万
４
８
７
４
人（
同
０
・
６
％
増
）、

陸
上
貨
物
運
送
事
業
が
１
万
４
４
８
８
人

（
同
５
・
４
％
増
）、
第
三
次
産
業
が
５
万

４
６
６
６
人（
同
３
・
１
％
増
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
災
害
の
発
生
状
況
を
業
種

別
に
み
る
と
、
製
造
業
が
１
５
７
人（
前

年
同
期
比
７
・
６
％
減
）、
建
設
業
が
３

０
４
人（
同
６
・
３
％
増
）、
陸
上
貨
物
運

送
事
業
が
１
２
８
人（
同
39
・
１
％
増
）

と
、
建
設
業
で
の
被
災
が
依
然
と
し
て
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図表 1　労災とは
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家
屋
解
体
現
場
で
作
業
員
が　

掘
削
機
に
ひ
か
れ
て
死
亡

家
屋
の
解
体
現
場
で
庭
の
立
ち
木
処
理

を
し
て
い
た
掘
削
機（
ド
ラ
グ
シ
ョ
ベ
ル
）

が
後
退
し
た
際
、
後
方
に
い
た
作
業
員
が

履り

帯た
い（

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
）に
両
足
を
挟
ま
れ

て
大
ケ
ガ
を
し
、
２
日
後
に
死
亡
し
ま
し

た
。
掘
削
機
の
運
転
者
が
無
資
格
で
知
識

や
技
能
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、

誘
導
員
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
や
、
立
ち
入
り
禁
止
柵
が
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
複
数
の
原

因
が
重
な
っ
て
起
こ
っ
た
事
故
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
点
か
ら
労
災
防

止
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

介
護
施
設
で
入
浴
介
助
中
に　

ス
タ
ッ
フ
が
転
倒
し
て
負
傷

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
入
居
者
の
臀
部（
尻
）

を
洗
う
た
め
、
前
方
か
ら
抱
え
て
立
た
せ

よ
う
と
し
た
と
き
に
、
支
え
き
れ
ず
に
入

居
者
を
抱
え
た
ま
ま
後
ろ
に
倒
れ
て
壁
に

激
突
し
、
頭
部
と
肩
を
打
撲
し
ま
し
た
。

介
助
を
す
る
際
は
被
介
助
者
の
介
助
必
要

度
に
応
じ
た
人
数
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、

特
に
自
力
で
立
て
な
い
人
の
臀
部
を
洗
う

場
合
は
、
入
浴
ベ
ル
ト
を
使
っ
て
被
介
助

者
を
１
人
が
抱
え
、
も
う
１
人
が
臀
部
を

洗
う
よ
う
に
し
な
い
と
危
険
で
す
。

プ
レ
ス
機
の
操
作
中
に
外
国
人

作
業
員
が
右
手
首
を
切
断

経
験
の
浅
い
外
国
人
作
業
員
が
金
属
加

工
用
の
プ
レ
ス
機
の
操
作
中
に
手
を
差
し

込
ん
だ
た
め
、右
手
首
を
切
断
し
ま
し
た
。

会
社
は
プ
レ
ス
機
を
動
か
す
と
き
は
手
を

入
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
育
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
経
験
が
１
カ
月
し
か
な
い

被
災
者
は
安
全
作
業
手
順
に
ま
だ
慣
れ
て

い
な
い
た
め
に
被
災
し
ま
し
た
。
事
故
防

止
に
は
教
育
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
作
業

ゾ
ー
ン
に
手
を
入
れ
た
と
き
に
緊
急
停
止

す
る
安
全
装
置
を
つ
け
る
な
ど
の
対
策
も

必
要
で
す
。

労
災
の
事
例

国の取り組み
７月から始まる全国安全週間で
安全を呼びかけ

厚生労働省では７月１日から１週間、「全国安
全週間」を実施します。これは、労災を防止する
ための産業界での自主的な活動の推進、職場で
の安全に対する意識の向上、安全維持の活動の
定着が目的です。今年度のスローガンは「新た
な視点でみつめる職場　創意と工夫で安全管理
　惜しまぬ努力で築くゼロ災」に決まりました。

こども霞が関見学デーで
子どもたちに安全について教える

毎年実施されている厚生労働省の「こども霞
が関見学デー」では、多彩なイベントを開催。
昨年は、「安全に働くために必要なこと」を知っ
てもらうことを目的に、高所作業で用いる墜落
防止用のフルハーネス型安全帯を装着する体験
コーナーを設置し、子どもたちに安全について
学んでもらいました。

❷❶
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